
 

 

（ⅰ）ワークショップ・導入編  

 

資料イメージ  実施内容  

 

 講師が仮想事例の内容を説

明する。  

 具体的には、ある飲料メーカ

ーが、これまでに培ったノウ

ハウ等を活用して、男性向け

スキンケアを対象とする事

業を立ち上げ、それがヒット

したという事例になってい

る。  

 

 前頁の事例を理解したうえ

で、当該企業がどのような

プロセスで新規事業を立ち

上げたかについて、個人で

考えてもらう時間を取る。  

 あわせて、そのプロセスの

中で、知的財産が関係する

部分があるかを考えてもら

う。  

※演習の最後に成長を感じ

てもらうために、このタイ

ミングでは新規事業や知的

財産に関する知識を不問と

し、まずは現状の理解の範

囲で取り組んでもらうこと

とする。  



 

 

 

 少人数のグループを作り、

前頁で実施した個人ワーク

の結果について学生どうし

で紹介する。  

 他者の考えから気づきを得

たものについては、このシ

ートにメモをする。  

 

  



 

 

（ⅱ）インプット①・新規事業  

 

資料イメージ  実施内容  

 

 新規事業を立ち上げていく

プロセスについて、講師から

解説を行う。  

 大きくアイデア、ビジネスプ

ラン、開発というプロセスが

あり、各プロセスの中で特に

留意すべき観点等について

も触れる。  

 

 より詳細なプロセスのモデ

ルの例として、ステージゲ

ート法を取り上げて紹介す

る。  

 ただし、本教材の趣旨とし

て新規事業開発のことを詳

細にインプットするという

ことを目的とはしていない

ため、このようなモデルも

ある、という紹介に留める。 

 

 次に、ビジネスモデルの考

え方について簡単な図を使

って解説する。  

 誰に何をどのように提供す

ることによって収益を得る

のか、というシンプルなも

のとしての解説に留める。  



 

 

 

 より詳細な例として、ビジ

ネスモデルキャンバスを取

り上げて紹介する。  

 ただし、本教材の趣旨とし

てビジネスモデルのことを

詳細にインプットするとい

うことを目的とはしていな

いため、このようなモデル

もある、という紹介に留め

る  

 

 

  



 

 

（ⅲ）インプット②・知的財産  

 

資料イメージ  実施内容  

 

 新規事業を立ち上げる過程

で、知的財産が欠かせないツ

ールになることを説明する。 

 新規事業に関連するアイデ

アの種類ごとに、特許権や営

業秘密、意匠権、商標権、著

作権が関わり得ることを説

明する。  

 

 新規事業に関連するアイデ

アを知的財産と捉えて、権

利化等の手当てをしていな

い場合としている場合と

で、ビジネス上の違いが出

てくることを説明する。  

 

 学生が新規事業と知的財産

を関連付けてイメージでき

るようになるための個人ワ

ークを実施する。  

 新規事業のプロセスを再度

表示し、そのプロセスの中

で知的財産が関係しそうな

部分を探してもらう。  

 自分の知的財産が関係しそ

うな箇所は赤の付箋、他者

の知的財産が関係しそうな



 

 

箇所は青の付箋を貼っても

らう。  

 

＜付箋の貼り付け例＞  

 

 

 

 前頁と同様の手法で、ビジ

ネスモデルの中で知的財産

が関係しそうな部分を探し

てもらう。  

 前頁と本頁において、付箋

を貼るという遊び的な要素

を入れることによって、学

生の興味関心を高めること

を目的としている。  

 

＜付箋の貼り付け例＞  



 

 

 

 

 個人ワークの結果をグルー

プの中で紹介しあう時間を

取る。  

 他の学生が、どこにどのよ

うな付箋を貼ったのかを聞

いて得られた気づきがあれ

ば、メモをする。  

 

 新規事業開発のプロセスを

土台とした場合に、どのプ

ロセスにおいてどのような

観点で知的財産のことを留

意すべきかを解説する。  

 権利化やノウハウ秘匿の検

討、他者の権利の話だけで

なく、契約上の留意点等に

も触れる。  



 

 

 

 知財情報を検索するツール

として、J-PlatPat の存在を紹

介する。  

 まずは気軽に使ってみても

らうことを目的として、学

生が所属する大学等につい

て検索してみること等を促

す。  

 

  



 

 

（ⅳ）ワークショップ・ブラッシュアップ編  

 

資料イメージ  実施内容  

 

 新規事業と知的財産に関す

るインプットを経て、冒頭の

仮想事例についてのワーク

に再度取り組んでもらう。  

 最初に取り組んだ結果の中

に、不足していた部分があっ

たことに気付いてもらうこ

とを目的としている。  

 


